
110万kW級の沸騰水型原子炉(BWR)の場合、発生する廃棄物の総量は約53.6万トン

放射性廃棄物でない廃棄物

約93％
（大部分がコンクリート廃棄物：約49.5万トン）

建物のコンクリート、ガラス、金属等

（金属・コンクリート廃棄物：約2.8万トン）

（大部分が金属廃棄物：約1.3万トン）

低レベル放射性廃棄物

クリアランス物 約5％

約2％

金属・コンクリート・

ガラス等 解体用資材等

9-1-2 出典：原子力安全・保安院（当時）「原子力施設の廃止措置」より作成

廃止措置に伴って発生する廃棄物の量と種類

原子力・エネルギー図面集


